
慣用句(中級)プリント11 月　　　日 名前

いちごドリル プリント
つづきの無料プリント

「慣用句」のプリント一覧がひらきます

問1 「糸を引く」の意味はどれですか？

1. 長い糸を使って凧をあげる 2. 裁縫をして服を縫い合わせ
る

3. 裏から人を操って物事を動
かす

4. 物事の始まりから終わりま
で見守る

問2 最後の試験に向けて、（　）の陣で挑む。（　）に入る言葉はどれですか？

1. 背水 2. 流水 3. 止水 4. 深水

問3 この子は小さいころから（　）がかかる子だった。（　）に入る言葉はどれですか？

1. 目 2. 口 3. 足 4. 手

問4 プレゼントが届くのを（　）を長くして待っている。（　）に入る言葉はどれですか？

1. 指 2. 首 3. 腰 4. 腕

問5 「取り越し苦労」を慣用句の意味で正しく使っている文はどれですか？

1. 何も起きなかったから、私
の取り越し苦労だった。

2. 重い荷物を取り越し苦労し
て運んだ。

3. 取り越し苦労をして、やっ
との思いで家に帰った。

4. 山道を急いで取り越し苦労
で登った。

問6 「独壇場」を慣用句の意味で正しく使っている文はどれですか？

1. 独壇場を掃除してきれいな
舞台を作った。

2. 得意のピアノ演奏で彼女の
独壇場となった。

3. 彼は独壇場に上がってマイ
クで話した。

4. みんなで話し合う独壇場を
設けた。

問7 「肝を冷やす」を慣用句の意味で正しく使っている文はどれですか？

1. 肝を冷やして刺身の鮮度を
保つ。

2. 氷水で肝を冷やして暑さを
しのいだ。

3. 子供が車道に飛び出し、肝
を冷やした。

4. 冷蔵庫で肝を冷やして保存
しておく。

問8 やる気満々だったのに、（　）をくじかれてしまった。（　）に入る言葉はどれですか？

1. 口鼻 2. 目鼻 3. 耳鼻 4. 出鼻

問9 「鼻持ちならない」の意味はどれですか？

1. 鼻の形が特徴的で、目立っ
てしまうこと

2. 相手の言動が自慢たらし
く、我慢できないこと

3. 相手の匂いが強すぎて、耐
えられないこと

4. 鼻が詰まっていて、息が苦
しいこと

問10 「耳を貸す」の意味はどれですか？

1. 相手の話を全く聞こうとし
ない

2. 相手の言葉を疑ってかかる 3. 相手の意見や相談を親身に
なって聞く

4. 聞いた話を他人に言いふら
す

問11 「目を光らせる」を慣用句の意味で正しく使っている文はどれですか？

1. 鏡を見て自分の目を光らせ
てチェックした。

2. 暗闇で猫が目を光らせて獲
物を探している。

3. 懐中電灯で目を光らせて足
元を照らした。

4. 警備員は不審者が入らない
よう目を光らせている。

問12 「如才ない」を慣用句の意味で正しく使っている文はどれですか？

1. 彼は如才ない対応で客を喜
ばせた。

2. 如才ない返事をして相手を
怒らせた。

3. 如才ない彼は才能がないの
で困っている。

4. 如才ない性格なのでいつも
失敗ばかりだ。

問13 久しぶりに恩師の家を訪ねて（　）をつないだ。（　）に入る言葉はどれですか？

1. 耳 2. 鼻 3. 目 4. 顔

問14 「手を切る」を慣用句の意味で正しく使っている文はどれですか？

1. 友達と手を切って、仲直り
の握手をした。

2. 料理中に包丁で手を切って
しまった。

3. 悪い遊びを覚える前に、彼
らとは手を切る。

4. 手を切るほど冷たい水で顔
を洗った。

問15 「爪に火をともす」の意味はどれですか？

1. 非常にけちで、苦労して節
約する

2. わずかな明かりで、夜なべ
仕事をする

3. 暗い場所で、必死に勉強す
る

4. 危険なことをして、注目を
集める

問16 「虎視眈々」を慣用句の意味で正しく使っている文はどれですか？

1. 虎視眈々と大きな声で叫び
ながら走った。

2. 彼は優勝のチャンスを虎視
眈々とねらっている。

3. 動物園の虎が虎視眈々と寝
ている。

4. 虎視眈々とした性格なの
で、誰からも好かれる。



慣用句(中級)プリント11　答え合わせ・解説

いちごドリル プリント

問1　答え 3　裏から人を操って物事を動かす
「糸を引く」は「裏から人を操って物事を動かす」という意味です。

問2　答え 1　背水
「背水の陣」の「背水」の部分が入ります。 意味は「失敗すれば後がないという状況で、全力を尽くす覚悟」です。

問3　答え 4　手
「手がかかる」の「手」の部分が入ります。 意味は「世話や処理に手間や時間がかかる」です。

問4　答え 2　首
「首を長くする」の「首」の部分が入ります。 意味は「期待して待ちわびる」です。

問5　答え 1　何も起きなかったから、私の取り越し苦労だった。
「取り越し苦労」の正しい使い方は「何も起きなかったから、私の取り越し苦労だった。」です。 意味は「まだ起こっていないことに
対してあれこれと心配すること」です。

問6　答え 2　得意のピアノ演奏で彼女の独壇場となった。
「独壇場」の正しい使い方は「得意のピアノ演奏で彼女の独壇場となった。」です。 意味は「ある人だけが思うままに活躍できる場
所」です。

問7　答え 3　子供が車道に飛び出し、肝を冷やした。
「肝を冷やす」の正しい使い方は「子供が車道に飛び出し、肝を冷やした。」です。 意味は「思いがけない危険にひやりとする」で
す。

問8　答え 4　出鼻
「出鼻をくじく」の「出鼻」の部分が入ります。 意味は「何かを始めようとする勢いを途中でそぐこと」です。

問9　答え 2　相手の言動が自慢たらしく、我慢できないこと
「鼻持ちならない」は「相手の言動が自慢たらしく、我慢できないこと」という意味です。

問10　答え 3　相手の意見や相談を親身になって聞く
「耳を貸す」は「相手の意見や相談を親身になって聞く」という意味です。

問11　答え 4　警備員は不審者が入らないよう目を光らせている。
「目を光らせる」の正しい使い方は「警備員は不審者が入らないよう目を光らせている。」です。 意味は「不正やミスがないか、厳し
く注意して見張る」です。

問12　答え 1　彼は如才ない対応で客を喜ばせた。
「如才ない」の正しい使い方は「彼は如才ない対応で客を喜ばせた。」です。 意味は「気が利いていて愛想が良いこと」です。

問13　答え 4　顔
「顔をつなぐ」の「顔」の部分が入ります。 意味は「知人との関係を保つために、時々会ったり連絡をとったりする」です。

問14　答え 3　悪い遊びを覚える前に、彼らとは手を切る。
「手を切る」の正しい使い方は「悪い遊びを覚える前に、彼らとは手を切る。」です。 意味は「今までの関係を断ち切る」です。

問15　答え 1　非常にけちで、苦労して節約する
「爪に火をともす」は「非常にけちで、苦労して節約する」という意味です。

問16　答え 2　彼は優勝のチャンスを虎視眈々とねらっている。
「虎視眈々」の正しい使い方は「彼は優勝のチャンスを虎視眈々とねらっている。」です。意味は「虎が獲物をねらうように、じっと
機会をねらって様子をうかがうこと」です。


